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24人の顔ぶれ（敬称略）

①年齢 ②党派現新
③当選回数 ④職業
⑤行政区

今
回
の
選
挙
か
ら
定
数
が
２
人

減
り

人
。
４
月

日
の
告
示
に

２４

１８

は
、
現
職

人
、
元
職
２
人
、
新

２０

人
３
人
の

人
（
す
べ
て
男
性
）

２５

が
立
候
補
の
届
け
出
を
行
い
、
２４

議
席
を

人
が
争
う
少
数
激
戦
の

２５

中
、
７
日
に
わ
た
る
選
挙
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
日
の
４
月

日
は
、
午
前

２５

７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
市
内
４４

カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
各
投
票

所
に
は
多
く
の
有
権
者
が
訪
れ
て
、

わ
た
し
た
ち
市
民
の
代
表
を
選
ぼ

う
と
一
票
を
投
じ
ま
し
た
。

午
後
７
時

分
か
ら
西
根
地
区

４５

体
育
館
で
即
日
開
票
の
結
果
、
午

後
９
時

分
に
新
議
員

人
が
決

５８

２４

ま
り
ま
し
た
。

得
票
数
ト
ッ
プ
は
１
１
３
５
票

を
獲
得
し
、
旧
松
尾
村
議
を
含
め

て
５
度
目
の
当
選
を
果
た
し
た
大

市
民
の
代
表

人
が
決
定

24

定
数

→

の
少
数
激
戦
、
向
こ
う
４
年
間
の
市
政
を
担
う

26

24

議
席
を

人
が
争
う
選
挙

２４

２５

投
票
率
は
４
・

下
回
る

３９
ポ
イ

ン
ト

①61歳②無・現③６回

④農業⑤南寄木

髙
橋

光
幸

た
か
は
し
・
み
つ
ゆ
き

①65歳②無・現③２回

④農業⑤寺田新田

遠
藤

公
雄

え
ん
ど
う
・
き
み
お

①61歳②無・現③３回

④農業⑤荒木田

小
野
寺

昭
一

お
の
で
ら
・
し
ょ
う
い
ち

①58歳②無・現③５回

④農業⑤上寄木

大
和
田

順
一

お
お
わ
だ
・
じ
ゅ
ん
い
ち

①47歳②無・現③４回

④会社員⑤中平笠

髙
橋

守

た
か
は
し
・
ま
も
る

①56歳②無・現③３回

④会社役員⑤松尾

古
川

津
好

ふ
る
か
わ
・
つ
よ
し

①63歳②無・新③１回

④神職⑤両沼

渡
辺

義
光

わ
た
な
べ
・
よ
し
み
つ

①55歳②無・新③１回

④農業⑤畑１区

立
花

安
文

た
ち
ば
な
・
や
す
ふ
み

①65歳②無・現③３回

④自動車整備業⑤松久保

田
村

孝

た
む
ら
・
た
か
し

①56歳②共産・現③４回

④政党役員⑤上町

髙
橋

悦
郎

た
か
は
し
・
え
つ
ろ
う

①65歳②公明・現③６回

④農業⑤浅沢第１

北
口

和
男

き
た
ぐ
ち
・
か
ず
お

①46歳②無・現③２回

④会社員⑤五百森

工
藤

剛

く
ど
う
・
つ
よ
し

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
選
挙
で

あ
る
、
任
期
満
了
に
伴
う
八
幡
平

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月

日
２５

午
前
７
時
か
ら
市
内

カ
所
の
投

４４

票
所
で
一
斉
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
現
職

人
、

１９

元
職
２
人
、
新
人
３
人
の

人
が

２４

当
選
し
ま
し
た
。

市議会議員選挙

【特集】
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市の未来を担う新議員
表１ 候補者別の得票数

得票数候補者氏名当落

1135.000大和田 順一当選

1033.585髙橋 光幸当選

916.072渡辺 義光当選

883.500髙橋 悦郎当選

882.499髙橋 守当選

878.000遠藤 公雄当選

876.000立花 安文当選

856.000北口 和男当選

781.585古川 津好当選

766.000小野寺 昭一当選

757.000田村 孝当選

745.914工藤 剛当選

742.500工藤 直道当選

732.414髙橋 喜代春当選

705.000瀬川 健則当選

692.910三浦 侃当選

678.000大森 力男当選

631.000米田 定男当選

629.000関 善次郎当選

614.000伊藤 一彦当選

600.000松浦 博幸当選

581.000田中 榮司夫当選

579.016渡邊 正当選

579.000小笠原 壽男当選

507.000山本 榮

和
田
順
一
氏
。
地
区
別
の
当
選
者

数
は
、
西
根
地
区

人
、
松
尾
地

１３

区
５
人
、
安
代
地
区
６
人
と
な
り

ま
し
た（
投
票
結
果
は
表
１
参
照
）。

当
日
の
有
権
者
数
は
２
万
４
７

７
８
人
（
男
１
万
１
８
６
６
人
、

女
１
万
２
９
１
２
人
）
で
、
投
票

者
数
は
１
万
８
９
５
８
人
（
男
９

０
６
４
人
、
女
９
８
９
４
人
）
。

投
票
率
は

・

㌫
（
男

・

７６

５１

７６

３９

㌫
、
女

・

㌫
）
で
、
前
回

７６

６３

（
平
成

年
４
月

日
執
行
＝

１８

２３

・

㌫
）
を
４
・

下
回
り

８０

９０

３９

ま
し
た（
地
区
別
は
表
２
参
照
）。

当
選
し
た

人
に
対
す
る
当
選

２４

証
書
付
与
式
は
翌

日
、
市
役
所

２６

で
行
わ
れ
、
小
山
田
淳
公
市
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
当
選
者

一
人
一
人
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

年
４

２６

月

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

３０

（敬称略、得票順、小数点以下は案分票）

表２ 有権者・投票者数と投票率

投票率
（％）

投票者数
（人）

有権者数
（人）

73.375,1607,033男西
根
地
区

74.305,5517,471女

73.8510,71114,504計

76.662,0302,648男松
尾
地
区

74.612,1722,911女

75.594,2025,559計

85.771,8742,185男安
代
地
区

85.812,1712,530女

85.794,0454,715計

76.399,06411,866男

合
計 76.639,89412,912女

76.5118,95824,778計

任
期
は
平
成

年
４
月
ま
で

２６

①60歳②無・元③２回

④農業⑤松川

髙
橋

喜
代
春

た
か
は
し
・
き
よ
は
る

①63歳②共産・現③６回

④政党役員⑤上野駄

米
田

定
男

ま
い
た
・
さ
だ
お

①77歳②無・現③３回

④無職⑤小福田

田
中

榮
司
夫

た
な
か
・
え
し
お

①51歳②無・現③２回

④農業⑤北村

工
藤

直
道

く
ど
う
・
な
お
み
ち

①60歳②無・新③１回

④自営業⑤新町中央

大
森

力
男

お
お
も
り
・
り
き
お

①71歳②無・現③４回

④農業⑤堀切

松
浦

博
幸

ま
つ
う
ら
・
ひ
ろ
ゆ
き

①63歳②無・現③４回

④農業⑤間羽松

瀬
川

健
則

せ
が
わ
・
た
て
の
り

①62歳②無・現③４回

④会社役員⑤兄川

関

善
次
郎

せ
き
・
ぜ
ん
じ
ろ
う

①54歳②無・現③２回

④農業・会社役員⑤中関

渡
邊

正

わ
た
な
べ
・
た
だ
し

①65歳②無・元③４回

④会社役員⑤田山下

三
浦

侃

み
う
ら
・
た
だ
し

①54歳②無・現③４回

④保険代理業⑤小屋の沢

伊
藤

一
彦

い
と
う
・
か
ず
ひ
こ

①58歳②無・現③４回

④農業⑤五日市３区

小
笠
原

壽
男

お
が
さ
わ
ら
・
ひ
さ
お
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ポ
イ

ン
ト
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議会の役割と
市民ができること

市
議
会
は
、
市
民
か
ら
選
挙
で

選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
（
議
員
定
数

人
、
任
期
４

２４

年
）
。
市
民
の
代
表
者
と
し
て
、

市
政
運
営
や
施
政
方
針
の
決
定
な

ど
に
当
た
る
こ
と
か
ら「
議
決
機

関
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
市
議
会
の
決
定
に
基
づ

い
て
実
際
に
仕
事
を
行
う
の
が
、

市
長
に
代
表
さ
れ
る
行
政
で
あ
り
、

「
執
行
機
関
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
市
長
は
、
対
等
の
立

場
に
立
ち
、
お
互
い
に
尊
重
し
、

議
論
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
市
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
議
決
】

議
決
は
、
市
議
会
と
し
て
最
も

基
本
的
で
重
要
な
仕
事
で
す
。

市
議
会
で
は
、
条
例
の
制
定
、

改
正
、
廃
止
の
ほ
か
、
予
算
（
市

が
使
う
お
金
）
の
決
定
、
決
算

（
市
が
使
っ
た
お
金
）
の
認
定
、

重
要
な
契
約
の
締
結
や
財
産
の
取

得
、
処
分
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、

決
定
し
ま
す
。

【
選
挙
と
選
任
の
同
意
】

議
長
・
副
議
長
な
ど
を
選
挙
で

決
め
ま
す
。
ま
た
、
市
長
が
副
市

長
や
監
査
委
員
、
教
育
委
員
な
ど

を
選
任
す
る
場
合
、
議
会
の
同
意

を
求
め
ま
す
。

【
調
査
・
検
査
・
監
査
請
求
】

市
の
事
務
に
関
す
る
書
類
の
検

査
を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

関
係
者
の
出
頭
・
証
言
、
記
録
提

出
を
求
め
る
ほ
か
、
監
査
委
員
に

監
査
を
す
る
よ
う
求
め
る
な
ど
、

市
政
を
監
視
し
ま
す
。

【
請
願
・
陳
情
の
審
査
】

市
民
の
意
見
や
要
望
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
提
出
さ
れ
た

「
請
願
書
」や「
陳
情
書
」を
審
査
し

ま
す
。

【
意
見
表
明
の
提
出
】

市
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い

【
請
願
・
陳
情
の
提
出
】

市
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が

あ
る
場
合
、
誰
で
も
市
議
会
に
請

願
や
陳
情
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、

請
願
を
提

出
す
る
場
合
、
内
容
に
賛
同
し
た

意
思
決
定
機
関
・
議
会

interview × 新しい市議会議員に期待すること

議
会
の
仕
事（
権
限
）は

私
た
ち
市
民
の
権
利
は

市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

議
員
の
紹
介
の
な
い
も
の
を
陳
情

と
い
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

市
議
会
で
審
査
し
、
採
択
か
不
採

択
か
を
決
め
ま
す
。
採
択
さ
れ
た

請
願
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
長
や

関
係
機
関
に
そ
の
実
現
を
要
請
し

ま
す
。

【
直
接
請
求
】

市
政
に
対
し
て
異
議
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
市
民
は
有
権
者
の
一

定
数
以
上
の
署
名
で
、
次
の
こ
と

を
請
求
で
き
ま
す
。

■
条
例
制
定
・
改
正
・
廃
止
、
監

査
請
求

有
権
者
数
の

分
の
１

５０

■
市
議
会
の
解
散
、
市
長
・
市
議

会
議
員
・
主
要
公
務
員
（
副
市
長
、

選
挙
管
理
委
員
、
監
査
委
員
、
教

育
委
員
な
ど
）
の
解
職

有
権
者

数
の
３
分
の
１

ま
ず
は
議
会
傍
聴
か
ら

小野寺和哉さん おのでら・かずや 23歳 川原目

市民の代表である議員の皆さん
には、子どもが暮らしやすい環境
やスポーツ施設の整備を進めたり、
身近な存在として、若い世代の意
見を聞いてもらえたりする機会が
あれば良いです。
そうすることで、若い世代が政
治に関心を持ち、選挙離れを防ぐ
ことにつながると思います。

瀬川 愛子さん せがわ・あいこ 74歳 駅前二区

今回は女性議員がいませんでし
たが、女性の声も反映し、地域に
とらわれず、市全体として、声な
き声にも耳を傾けてほしいです。
私たち市民もただ押し付けるの
ではなく、市政とのパイプ役でも
ある議員の皆さんに、問題提示な
ど情報の発信をしていきたいと思
います。

新しい議員が決まり、新たなまちづくりがスタートした八幡平
市。選ばれた議員によって構成される市議会の役割と市民の代表
を選んだ私たちができることは―。

事
柄
や
採
択
さ
れ
た
請
願
、
陳
情

に
つ
い
て
、
市
だ
け
の
施
策
で
は

解
決
が
困
難
な
場
合
、
国
や
県
な

ど
に
議
会
の
意
志
を
ま
と
め
た
意

見
や
要
望
を
提
出
し
、
そ
の
改
善

や
解
決
を
求
め
ま
す
。

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

方
法
に
市
議
会
の
傍
聴
が
あ
り
ま

す
。
誰
で
も
で
き
る
傍
聴
は
、
市

政
を
、
身
近
に
感
じ
る
だ
け
で
は

な
く
、
市
政
へ
の
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
一
般
傍
聴
席

の
定
員
は

人
）
。

３６

詳
し
く
は
、
市
議
会
事
務
局



－

２
１
１
１
、
内
線
１
３

７６
２
１
～
１
３
２
３
）ま
で
。

５
月

日

臨
時
会

11
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無会派
（公明党）

無会派
（日本共産党）

緑 松会
りょくしょう

自由クラブ八起会
はっき

新生会
しんせい

会派の名称

１人２人３人４人４人10人議員数

――髙橋 光幸関 善次郎髙橋 守田村 孝代表者

北口 和男米田 定男
髙橋 悦郎

伊藤 一彦
古川 津好

遠藤 公雄
渡邊 正
髙橋喜代春

小笠原壽男
小野寺昭一
三浦 侃

松浦 博幸 瀬川 健則 田中榮司夫
工藤 剛 工藤 直道 大和田順一
渡辺 義光 大森 力男 立花 安文

議員氏名

会派の名称と所属議員 ※会派は、政策や考え方が同じ３人以上の議員が一緒に活動するための集まりです

市議会
新体制

５
月

日
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
や
副
議
長

11

を
は
じ
め
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の

常
任
委
員
会
の
委
員
な
ど
が
決
定
。
市
議
会
の

新
体
制
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
議
長

瀬
川

健
則

■
副
議
長

髙
橋

光
幸

■
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

関

善
次
郎

副
委
員
長

三
浦

侃

委
員

米
田

定
男

伊
藤

一
彦

田
中
榮
司
夫

田
村

孝

渡
邊

正

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長

小
野
寺
昭
一

副
委
員
長

遠
藤

公
雄

委
員

髙
橋

悦
郎

髙
橋

守

古
川

津
好

工
藤

剛

渡
辺

義
光

立
花

安
文

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

工
藤

直
道

副
委
員
長

髙
橋
喜
代
春

委
員

髙
橋

光
幸

北
口

和
男

大
和
田
順
一

松
浦

博
幸

小
笠
原
壽
男

大
森

力
男

◆
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

古
川

津
好

副
委
員
長

田
中
榮
司
夫

委
員

米
田

定
男

関

善
次
郎

小
笠
原
壽
男

田
村

孝

◆
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

伊
藤

一
彦

副
委
員
長

渡
邊

正

委
員

三
浦

侃

髙
橋

悦
郎

大
森

力
男

立
花

安
文

◆
盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
議
会
議
員

伊
藤

一
彦

◆
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

三
浦

侃

古
川

津
好

髙
橋
喜
代
春

工
藤

剛

渡
辺

義
光

◆
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員

遠
藤

公
雄

◆
農
業
委
員
・
議
会
推
薦

松
浦

博
幸

◆
監
査
委
員
・
議
会
選
出

小
笠
原
壽
男

「
合
併
５
周
年
を
迎
え
る
八
幡
平

市
。
こ
れ
か
ら
の
八
幡
平
市
を
住

み
よ
い
ま
ち
に
す
る
気
持
ち
は
24

人
全
員
が
同
様
に
持
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
決
意
も
新
た
に
誠
心
誠
意

努
力
し
て
い
き
た
い
」

５
月

日
瀬
川
議
長
は
、
選
挙

11

後
初
の
臨
時
議
会
で
市
議
会
議
長

に
選
任
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
就
任

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

現
在
、
景
気
低
迷
な
ど
市
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
、
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
声
も
日
増
し
に
高

ま
っ
て
い
る
。

「
地
域
社
会
の
基
本
は
人
。
全

国
に
誇
れ
る
市
を
つ
く
り
上
げ
る

に
は
、
市
民
の
協
力
が
欠
か
せ
な

い
」
と
旧
西
根
町
議
当
選
以
来

「
教
育
と
人
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

姿
勢
に
据
え
る
。

少
数
精
鋭
の
八
幡
平
市
議
会
。

人
が
一
丸
と
な
り
、
市
の
発
展

24と
市
民
の
福
祉
向
上
に
向
け
、
新

た
な
船
出
が
始
ま
っ
た
。

新市議会議長INTERVIEW

八幡平市議会議長

瀬川 健則
●せがわ・たてのり 昭和22年八幡平市（旧

西根町）生まれ。盛岡農高卒。平成９年旧西

根町議会議員に初当選、通算４期目。八幡平

市議会議長は２期目となる。田頭在住、63歳。

全
国
に
誇
れ
る
八
幡
平
市

市
民
と
と
も
に
創
造
―

選
挙
後
初
の
議
会
と
な
る
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
は
５
月
１１

日
、
市
議
場
で
開
か
れ
た
。
議
長
選
は

人
全
員
に
よ
る
無
記

２４

名
投
票
で
実
施
さ
れ
、
瀬
川
健
則
氏
が
議
長
再
任
さ
れ
た
。
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【
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
】


西
根
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

ど
の
よ
う
な
経
路
で
始
ま
る
の
か
。


大
更
・
寺
田
小
学
校
、
西
根
・

西
根
第
一
中
学
校
方
面
で
４
月
か

ら
４
系
統
運
行
す
る
。
小
学
生
は

４
㌔
、
中
学
生
は
６
㌔
以
上
が
該

当
に
な
る
。


盛
岡
市
な
ど
は
１
１
０
番
の
家

な
ど
の
ぼ
り
を
立
て
、
犯
罪
抑
止

効
果
が
あ
る
と
思
う
。
八
幡
平
市

に
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。


今
岩
手
警
察
署
で
委
嘱
し
、
市

で
も
行
っ
て
い
る
。
小
さ
な
プ

レ
ー
ト
な
の
で
、
も
う
少
し
分
か

り
や
す
く
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
い
。


専
門
的
な
医
者
が
市
内
に
い
な

い
。
子
ど
も
が
よ
く
か
か
る
耳
鼻

科
や
皮
膚
科
、
眼
科
を
誘
致
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。


今
の
西
根
病
院
で
は
、
ス
ペ
ー

ス
や
駐
車
場
が
な
く
難
し
い
。

【
少
子
化
に
つ
い
て
】


子
ど
も
が
少
な
い
原
因
を
た
ど

る
と
、
「
独
身
が
多
い
→
出
会
い

が
な
く
結
婚
で
き
な
い
→
企
業
が

近
く
に
な
い
、
賃
金
が
高
く
な

い
」
と
感
じ
る
。
企
業
を
受
け
入

れ
る
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。


現
在
の
経
済
状
況
な
ど
か
ら
企

業
誘
致
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
が
、

第
１
次
産
業
と
絡
め
た
企
業
誘
致

を
重
点
に
進
め
て
い
き
た
い
。
若

い
人
た
ち
が
第
１
次
産
業
を
頑
張

ろ
う
と
い
う
意
識
改
革
も
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
独
身
対
策
で

は
、
出
会
い
・
婚
活
組
織
を
２
月

に
立
ち
上
げ
た
。

【
学
校
統
合
に
つ
い
て
】


統
合
の
話
は
決
ま
っ
た
こ
と
な

の
か
。

年
度
に
は
統
合
す
る
と

24

い
う
噂
も
あ
る
。


市
の
学
校
適
正
配
置
指
針
が
24

年
度
ま
で
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、

必
ず
し
も
そ
の
年
度
ま
で
に
統
合

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
学
校
が
な
く
な
る

の
は
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
が
統
合
す
べ
き
と

意
見
が
ま
と
ま
っ
た
時
点
で
進
め

た
い
。


統
合
し
た
後
の
校
舎
は
ど
う
す

る
の
か
。


地
域
の
意
見
を
聞
い
て
考
え
た

い
。
地
域
で
は
管
理
が
難
し
い
。

公
共
的
利
用
が
前
提
と
な
る
。

【
学
校
施
設
に
つ
い
て
】


学
校
図
書
室
の
本
に
つ
い
て
。

読
ま
せ
た
い
本
が
あ
る
が
、
予
算

が
な
く
、
課
題
の
本
も
あ
り
、
買

え
な
い
こ
と
も
あ
る
。
置
い
て
い

る
本
も
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

図
書
の
予
算
を
増
や
し
て
も
ら
い

た
い
。


学
校
図
書
の
予
算
は
、
各
学
校

に
割
り
当
て
て
い
る
。
図
書
館
の

本
も
う
ま
く
活
用
し
、
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
。

市長とのフリートーク

子どもたちの未来を語り合う

市ＰＴＡ連絡協議会会員11人が参加して行われた21年度２回目の市長とのフリートーク

市長と市民の皆さんが、直接語り合うことを通して寄せられる意見や提言を、

まちづくりに生かす「市長とのフリートーク」は３月25日、八幡平市ＰＴＡ連絡

協議会員を対象に、大更公民館で行われました。今月号では、市の将来を担う

子どもたちの未来について同協議会会員と話し合われた内容を紹介します。

はちまんたい広報09

「人権擁護委員」に
大森貞子さん委嘱

埋蔵文化財包蔵地の
現地確認にご協力を

国民の基本的人権を守

り、人権に侵された人の

適切な救済、人権思想の

普及啓発などを使命とす

る人権擁護委員として大

森貞子さん（秋葉・再任
てい こ

３期目）へ４月１日、法

務大臣から委嘱状が交付

されました。

任期は25年３月31日までの３年間。皆さん

の暮らしの中での悩み事や心配事などの相談

に応じます。相談は無料で、秘密は守られま

す。お気軽に相談ください。

相談日など詳しくは、市市民部市民課（

76-2111、内線1134）まで。

国や地方の発展などに対し功績のある人を顕彰する

「2010年春の叙勲」が４月29日に発表され、本市からは

菊田寔さん（76歳、駅前一区）と盛内源榮さん（70歳、新

町中央）の２人が瑞宝双光章、松浦喜一さん（78歳、山

崎）が瑞宝単光章を受章しました。
年
２２

市教育委員会は、登録から30年以上経過した埋蔵文

化財包蔵地（遺跡）の新しい基本図を作成するために、

以下のとおり職員が土器・石器などの遺物の確認で田

畑や山林などに立ち入る現地調査を行っています。現

地で地形の状況を調査員がお聞きする場合があります

ので、遺跡に関する貴重な情報提供などご協力をお願

いします。

■調査期間 ４月～23年３月 午前９時～午後４時

■調査場所 市内全域（県遺跡基本図を準用します）

■調査方法 遺跡基本図をもとに現地を徒歩で地表面

観察を行い、遺物（土器・石器）、遺構（堀・土塁）を確

認し、現況を撮影します。耕作物に影響がないように

踏査します。

詳しくは、市教育委員会事務局生涯学習課（74-

2111、内線2325）まで。

大森貞子さん（秋葉）

教育委員会
生涯学習課

市民部
市民課

各課からのHOTLINE

瑞宝双光章（更生保護） 瑞宝双光章（郵政事業） 瑞宝単光章（消防）

菊田さんは、昭和59年から

岩手地区保護司を務め、現在

に至っています。同地区保護

司会会長や県保護司連合会副

会長も歴任し、社会奉仕の精

神のもと、少年、社会人の更

正に尽力しました。

菊田 寔さん
きくた・まこと 76歳 駅前一区

盛内さんは、昭和59年から

平成15年までの間、田山郵便

局長、荒屋郵便局長を務めま

した。県北部特定郵便局長兼

業務推進連絡会副会長も歴任

し、郵便業務の推進に尽力し

ました。

盛内 源榮さん
もりうち・もとえ 70歳 新町中央

松浦さんは、昭和26年に旧

平舘村消防団に入団。昭和62

年から平成５年まで旧西根町

消防団第８分団長を務め、42

年にわたり地域の消防事業の

発展、防火意識の啓発などに

尽力しました。

松浦 喜一さん
まつうら・きいち 78歳 山崎

春の叙勲
地域貢献たたえる
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みんなで支え合う国民健康保険制度 国
民
健
康
保
険
税

介護分
（40～64歳）

後期高齢者
支援金等分

医療分区分

1.32％1.9％5.9％所得割（加入者の前年中所得に応じて計算）

7.0％4.0％26.0％資産割（加入者の資産に応じて計算）

6,700円6,400円17,600円均等割（加入者一人当たりの額）

6,000円5,000円25,000円平等割（一世帯当たりの額）

10万円
13万円

（12万円）
50万円

（47万円）
課税の最高限度額

●表１ 22年度４月からの国保税率など ※（ ）は改正前

課
税
の
最
高
限
度
額

４
月
か
ら
引
き
上
げ

変わる

４
月
か
ら
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減
措
置
開
始

下
の
表
１
の
と
お
り
、
国
保
税
の
課
税

限
度
額
が
今
回
の
改
正
で
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
ら
れ
、
医
療
分
は

万
円
、
後
期
高

５０

齢
者
支
援
金
等
分
は

万
円
と
な
り
ま
し

１３

た
。
税
率
は

年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

２１

民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気

や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
安
心
し
て

医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
加
入
世
帯
の
被
保
険
者
数

や
収
入
な
ど
に
応
じ
た
保
険
料
で
あ
る
国

民
健
康
保
険
税
（
以
下
、「
国
保
税
」）を

負
担
し
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
被

保
険
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、
そ
の
医
療
費

の
１
割
か
ら
３
割
を
負
担
す
る
だ
け
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

残
り
は
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
と
合

わ
せ
て
、
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
保
税

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
高
額
療
養
費
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
給
付
も
国
保
税
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

国 ４
月
か
ら
、
会
社
の
倒
産
な
ど
で
職
を
失
っ
た
非
自
発
的
失
業
者
の
人
が
、

在
職
中
と
同
程
度
の
負
担
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す
る
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
は
、

非
自
発
的
失
業
者
の
人
の
前
年
給
与
所
得
を
一
定
期
間
の
間
１
０
０
分
の

と
３０

み
な
し
て
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ

り
、
市
の
国
民
健
康
保
険
税
の
制
度
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

国
保
税
は
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
納
付

が
滞
る
と
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
自
分

が
困
る
だ
け
で
な
く
、
年
間
に
必
要
な
財

源
を
確
保
で
き
な
く
な
る
た
め
、
加
入
者

全
員
が
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
年
度
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
の
で
、
保
険
税
は
必
ず
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

はちまんたい広報11

期
間
を
い
い
ま
す
（
表
２
参
照
）
。
国
保

に
加
入
中
は
途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続

き
軽
減
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
保
を
脱
退
し

た
場
合
は
、
対
象
期
間
内
で
も
そ
の
時
点

で
軽
減
は
終
了
し
ま
す
。

■
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
期
間
は

制
度
は

年
４
月
１
日
か
ら
で
す
が
、

２２

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（

年
３
月

２１

日
以
降
）
の
離
職
で
あ
れ
ば
、
本
年
度

３１分
に
限
り
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て
は
対
象
と
な

２１り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
は

対
象
と
な
る
人
は
「
特
例
対
象
被
保
険

者
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
書
は
本
庁
保
健
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
田
山
支
所
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
忘
れ
ず
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
や
離
職
年
月
日
が
軽

減
対
象
期
間
外
で
あ
る
場
合
、
離
職
理
由

が
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者
ま
た
は
雇
用

保
険
の
特
定
理
由
者
と
し
て
判
別
で
き
な

い
場
合
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
対
象
期
間

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
市
民
部
保
健
課
（


－

２
１
１
１
、内
線
１
１
４
２
）ま
た
は

７６市
市
民
部
税
務
課
（


－

２
１
１
１
、

７６

内
線
１
２
４
８
）ま
で
。

●表２ 国民健康保険税軽減の対象期間

■
対
象
は

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の

か
ら

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

(1)

(4)

公
共
職
業
安
定
所
で
、
雇
用
保
険
受
給

（1）資
格
者
証
を
取
得
し
て
い
る

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

（2）間
に
お
い
て
、
次
の
①
ま
た
は
②
と
し
て

失
業
等
給
付
を
受
け
る

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者
（
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が

、

、

、

、

、

１１

１２

２１

２２

３１

３２

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
者
（
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
）

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が

、

、

２３

３３

３４

離
職
日
が
平
成

年
３
月

日
以
降

（3）

２１

３１

離
職
日
時
点
に
お
い
て

歳
未
満

（4）

６５

■
軽
減
の
方
法
は

国
保
税
は
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算

定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、

そ
の
本
人
分
に
限
り
、
一
定
期
間
の
間
、

前
年
の
給
与
所
得
を
1
0
0
分
の

と
み

３０

な
し
て
所
得
割
を
算
定
し
ま
す
。
軽
減
に

な
る
の
は
対
象
者
本
人
の
前
年
の
給
与
所

得
だ
け
で
、
自
営
業
な
ど
給
与
所
得
以
外

の
所
得
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
の
軽
減

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
の
対
象
期
間
は

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ

の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
の

非
自
発
的
失
業
者
へ
の

国
保
税
を
軽
減
し
ま
す

施行H22.4.1
↓

※ で表示された期間で国保税が軽減されます

24年度23年度22年度21年度20年度
対象期間

離職日

20年度以前

21年度

22年度以降

離職日
H21.3.31

22年度末まで

離職日
H22.3.31

23年度末まで

離職日
H23.3.31

24年度末まで

離職日
H21.4.1～H22.3.30

22年度末まで

離職日
H23.4.1～H24.3.30

24年度末まで

離職日
H22.4.1～H23.3.30

23年度末まで

離職日
H20.4.1～H21.3.30

軽減の対象になりません


